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旅 を する こと , 教 訓 を 得る こと 





親愛 な る ムスリム の 皆様 。 本 日 は 、 旅 を 
する こと と 、 教 訓 を 得る べく 周囲 を 観察 す 
る こと の 重要 さ を 示 す ク ルアー ン の 草 句 を 
紹介 し た いと 思い ます 。 

「 言 っ て や る が いい 。『 地 上 を 旅 し て 観 
宗 せ よ 。 か れ が 如何 に 、 最 初 の 創造 を な さ 
れ た か を 。 や が て アッ ラー は 、 最 後 の ( 里 
り の ) 創造 を な され 
の 0 2 02 パンド 
は 凡 て の こと に 全能 
で あら れる 。 』J」 
( 賜 昧 章 第 2 0 節 ) 

「 かれ ら は 頭上 の 
天 を 見 な い の か 。 わ 
れ が 如何 に それ を 創 
造 し 、 如 何 に それ を 
飾っ た か 。 そ し て そ 
れ に は 、 少 し の 傷も 
な いと 言う の に 。 ま た 、 わ れ は 大 地 を うち 
広げ 、 そ の 上 に 山々 を 据え 、 様 々 の 種類 の 
美しい (草木 ) を 、 生 い 茂 らち せる 。 (それ 
ら は ) 悔 悟 し て ( 主 の 御 許 に ) 返る 凡 て の 
し ゃ も べ で が 、 よ く 折 察 すべ きこ と で あり 、 雪 
訓 で ある 。」 (カー フ 章 第 6 一 8 節 ) 

「 か れ ら は 第 膨 に 就 い て 、 如 何 に 創 られ 


た か を 考え て みな い の か 。 ま た 天 に 基 い て 、 


如何 に 高く 掲げ ちり れ た か 、 ま た 山々 に 就 い 
て 、 如 何 に 据え 付け られ て いる か 、 ま た 大 
地 に 就 い て 、 如 何 に 広げ られ て いる か を 。 
だ か ら あ な た は 訓 戒 し な さい 。 本当 に あな 
た は 一 人 の 訓 戒 者 に 外 な ら な い 。」 (圧倒 
的 事態 章 第 1 7ー2 1 節 ) 

親愛 な る ムスリム の 皆様 。 「 あ な た が た 
以前 に も 多く の 摂理 の 例 が あっ た 、 あ な た 
が た は 地上 を 旅 し て 、 真 理 を 嘘 と いう 者 の 
最後 が どう で あっ た か を 見 な さい 。」 
(イム ラー ン 家 章 第 1 3 7 節 ) 「 か れ ら は 





地上 を 旅 し て 、 か れ ら 以前 の 者 た ちの 未 路 
が どう な っ た か を 哲 察 し な か っ た の か 。 か 
れ ら ( 昔 の 者 ) は 、 か れ ら より も 力 が 優れ 
て いた 。 天 に あり 地 に ある 何 も の も 、 ア ッ 
ラー を 控 く こと は 出来 な い の で ある 。 本当 
に か れ は 全 知 に し て 全能 で あら れる 。」 
(創造 者 章 第 4 4 節 ) 

「 かれ ら は 、 如 何 
に 多く の 園 と 泉 を 残し 
た か 。 ま た (豊か な ) 
穀物 の 畑 と 、 幸 福 な 住 
まい を 、 ま た か れ ら が 
そこ で 享楽 し て いた 良 
い 物 を (残し た か 。) 
(か れ ら の 最後 は ) こ 
う で あっ た 。 そ し て わ 
れ は 、 外 の 民 に (それ 
ら を ) 継が せ た 。 か れ 
ら の た め に 、 天 も 地 も 泣か ず 、 か れ ら に 獲 
予 も 与え られ な か っ た 。」 (煙霧 章 第 2 5 
ー 2 9 飾 ) 

親愛 な る ムスリム の 皆様 。 「 か れ ら は 地 
上 を 旅 し て 、 か れ ら 以前 の 者 の 最後 が どう 
で あっ た か を 観察 し な い の か 。 か れ ら は 、 
これ ら (マッ カ の 多神教 徒 ) より も 有力 で 、 
地上 に 残す 遺跡 に お いて も 優れ て いた 。 し 
か し デッラ ー は 、 か れ ら を 大 の た め に 捕え 
られ た 。 そ の 時 アッ ラー か ら 、 か れ ら を 守 
れる 者 は 一 人 も な か っ た 。」 (ガー フィ ル 
章 第 21 一 2 2 節 ) 

「 本 当 に この 中 に は 心 あ る 者 、 ま た 耳 を 
傾け る 者 、 注 視 す る 者 へ の 教訓 が ある 。」 
(カー フ 章 第 3 7 節 ) 
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